
第32回日本保健福祉学会学術集会

生涯の縦断的支援に向けた保健福祉学の役割と展望

１．開催日、会場、大会長

開催日：2019年10月19日（土）

会 場：山梨県立図書館（〒400-0024 山梨県甲府市北口2丁目８−１）

大会長：篠原亮次（山梨大学大学院総合研究部附属出生コホート研究センター 教授）

（エコチル調査 甲信ユニットセンター 副センター長）

２．大会テーマ

「生涯の縦断的支援に向けた保健福祉学の役割と展望」

近年、我が国は急激な社会構造の変化が進み、生活習慣病予防や介護予防等に関して多くの

課題を抱えている。このような状況の中、生涯を通した切れ目ない支援の重要性が高まっている。

本学術集会では生涯の縦断的支援に向け、科学と実践の融合、また学際的支援を視点として保健

福祉学の今後の在り方を参加者と共に考えていきたい。

３．プログラム

時 間 （所要時間） 内 容 場 所

8：45 受付開始

9：30 – 9：50 （20分）
開会式
大会長挨拶：篠原亮次（山梨大学）
学会長挨拶：安梅勅江（筑波大学）

1F イベントスペース
（東面）

10：00 – 10：50 （50分）
特別講演「ライフコースヘルスケアのための科学と実装」
演者：山縣然太朗（山梨大学）
座長：安梅勅江（筑波大学）

1F イベントスペース
（東面）

11：00 – 12：40 （100分）

一般演題（口演）
座長：原田直樹（福岡県立大学），望月宗一郎（健康科学

大学），佐藤美由紀（佐久大学）
一般演題（示説）

1F 交流ルーム
（101・102・104）
1F イベントスペース
（東面）

12：40 – 13：40 （60分） 昼食

13：40 – 14：00 （20分） 総会 2F 多目的ホール

14：05 – 14：35 （30分）
基調講演「保健福祉における学際的研究の意義とは」
演者：篠原亮次（大会長、山梨大学）

2F 多目的ホール

14：35 – 14：45 （10分） 休憩 2F 多目的ホール

14：45 – 16：05 （80分）

シンポジュウム「当事者に真に必要な学際的支援を考える」
演者（予定）：原田直樹（福岡県立大学），有村大士（日

本社会事業大学），渡邉多恵子（淑徳大学），
篠原亮次（山梨大学）

座長：延原弘章（埼玉県立大学）

2F 多目的ホール

16：10 – 16：30 （20分） 優秀報告者表彰式、閉会式 2F 多目的ホール

17：00 – 19：00 懇親会
「FOUR HEARTS CAFE」
（山梨文化会館店）



４．一般演題の募集期間

第32回日本保健福祉学会学術集会の一般演題の募集は下記のとおりです。

＜募集期間＞ 2019年5月24日（金）～ 8月24日（土）

※詳細は学術集会HPをご参照ください。（http://jshs.kenkyuukai.jp/）

５．総会・理事会・優秀報告者選定委員会

時 間（所要時間） 内 容 場 所

9：00 – 9：10 （10分） 優秀報告者選定委員会（第１回） 1F 交流ルーム103

9：30 – 9：50 （20分） 開会式、大会長挨拶、学会長挨拶 1F イベントスペース（東面）

12：40 – 13：30 （50分） 理事会 1F 交流ルーム103

13：40 – 14：00 （20分） 総会 2F 多目的ホール

14：05 – 14：15 （10分） 優秀報告者選定委員会（第２回） 1F 交流ルーム103

16：10 – 16：30 （20分） 優秀報告者表彰式、閉会式 2F 多目的ホール

17：00 – 19：00 懇親会
「FOUR HEARTS CAFE」
（山梨文化会館店）

第32回日本保健福祉学会学術集会事務局

住 所：山梨大学大学院総合研究部附属出生コホート研究センター

（〒409-3898 山梨県中央市下河東1110）

E-mail：jshs.32gakujutsu@premed.co.jp


